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☆金谷小 スマイル☆ １２号  
     令和８年２月２４日（火）発行 文責 校長：山之口博子 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年末まで残り 1 か月…節目
ふ し め

が大切です！ 
来週から 3 月が始まります。２月の全校集会では「学年の節目を大切にしよう」と、子ど

もたちに話をしました。生活面・学習面・健康面について、学年のまとめをしましょう。 

先日、県内の「児童の携帯電話・スマホ等の使用状況の結果（県内小学生 51,570 人回

答）」について報告がありました。小学生の携帯・スマホ保有率がかなり増えており、様々

な問題が発生していることが分かりました。SNS 利用によるトラブルでは、非常に少ない

のですが、違法薬物や闇バイトの誘い等のメールを受けた小学生がいたことも分かりまし

た。この結果から、おうちの人が、お子さんのスマホやゲーム使用の実態を把握すること

は、とても大切であると考えましたので次の２点についてご確認いただけたらと思います。 

①お子さんの携帯電話・スマホ・ゲーム機等のフィルタリングはしていますか？ 

②お子さんと携帯電話・スマホ・ゲーム機等の使い方について、具体的なルールを決めて

いますか？ 定期的に、使用状況やルールについて確認をしていますか？ 

学校では、スマホやゲームによる問題や対応について定期的に指導を行っています。 

指導内容☞使い方を誤ると、健康被害（視力低下等）、昼夜逆転による生活リズムの乱れ、

トラブル等に巻き込まれてしまう。被害を防ぐために、または加害者にならな

いためにも、おうちの人と使い方のルールを決めて守るようにしましょう。 

次の学年につながる大切な１か月です。より良い節目となるためにも、おうちでも、確認

事項①②や学校での指導内容を参考に、ご指導ください。よろしくお願いします。  

 

楽しかったよ♪PTA レクリエーション大会 
2 月 14 日（土）に、PTA 親子レクリエーション大会が行われまし

た。PTA 実行委員会で、子どもたちに楽しい思い出をつくってあげた

いと、アイデアを出し合い、準備をしてくださったおかげで、子どもた

ちは楽しい時間を過ごすことができました。この様子は、金谷小 HP に

もアップしていますので是非ご覧ください♪ 
 

集大成の参観日☆みんながんばりました 
2 月 20 日（金）に、今年度最後の参観日がありました。今年は全校

児童が体育館に集まって、これまで学習した成果を発表しました。当日

は、保護者の皆さんだけでなく学校関係者評価委員の方々や、保育園の

先生方も観に来てくださいました。子どもたちは、とっても嬉しそうな

様子で発表していました。今年 1 年間のよいしめくくりとなりました☆ 

金谷小学校の教育目標 

「豊かな心をもち、自ら考え、正しく判断し、進んで実践するたくましい児童の育成」 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪２月の主な行事予定≫ 

2 月１４日(土)  PTA親子レクリエーション 
２０日(金) 参観日：発表会（体育館） 

２５日(水) 卒業式練習スタート 

２７日(金) お別れ遠足、弁当の日 

午前：都井岬、いちご狩り 

午後：お別れ集会  

≪３月の主な行事予定≫ 

3 月１１日(水) 卒業式予行 

１３日(金) 避難訓練（地震・津波）非常食確認 

  ２４日(火) 卒業式 

  ２６日(木) 修了式 

３０日(月) 離任式         

※変更がある時はマチコミにてお知らせします。 

≪今後の主な行事予定≫ 

2 月２７日(金) お別れ遠足、べんとうの日、 

お別れ集会 

３月１１日(水) 卒業式予行 

１３日(金) 避難訓練（地震・津波） 

（非常食確認） 

  ２４日(火) 卒業式 

  ２６日(木) 修了式 

３０日(月) 離任式         

※変更がある時はマチコミにてお知らせします。 

☆更生保護法人宮﨑県更生保護協会理事長賞 受賞  

「温かい心を持って」      金谷小学校 ６年 渕上 心貴    

 「えっ。」と驚くことがたくさんあったのは、社会を明るくする運動について学習した時間でし

た。その中でも、特に驚いたことが三つありました。 

 一つ目は、再犯の割合が二人に一人ということです。私は、二.五人に一人、つまり四十パーセン

トと予想していました。思っているより高かったので、とても驚きました。 

 二つ目は、刑務所出所五年以内に再び罪を犯して刑務所に戻る人の割合が、三人に一人ということ

です。再犯の割合と比べると少ない感じがしますが、よく考えるとやはり高いです。私はさすがに五

人に一人、つまり二十パーセントより低いだろうと思っていたので、とても驚きました。 

 三つ目は、保護司と呼ばれる人たちがいることです。専門的な知識、経験や資格が必要とされてい

るわけではないことも驚きました。また、この活動がボランティアであることを初めて知りました。 

 このようなことを知り、私は、再犯がこんなにもあるということは、構成を促したり支えたりする

人たちにも責任があると思います。一回罪を犯したからといって、周りの人が無視をしたり冷たく接

したりしたら、頑張ろうという気持ちがなくなります。更に、家を貸してくれなかったり、さけられ

たりすると、ますますやる気が無くなります。もし、私がこれから更生していく人だったら、やはり

悲しいです。でも、これから更生していく人が身近にいたら、怖くてさけてしまう気持ちも分かりま

す。 

 このように、はたから見ると、優しく接すればいいのにと思う一方で、身近にいるとまた何かする

かもしれないという気持ちが勝って、冷たくしてしまうのではないかと思います。 

 そのため、私は、更生していく人には、何もしないということや二度とくり返さないということを

証明する必要があると思います。だから、誰かのために様々な活動に積極的に参加することで、更生

したいという気持ちを伝えることが大切だと思いました。そして、更生を支える人たちは、温かい心

で見守り、支える必要があると思いました。更生していく人も、周りの人も、おたがいに努力するこ

とが大切だと思います。 

 私の身の回りに更生しようとしている人はいません。そのため、私ができることといえば、まず、

いけないことをしようとしている人を止めることです。更生していく人を支えることも大事ですが、

やはり一番は、罪を犯さないことです。もちろん、そんな様子はなかったのに、急に態度や心が変わ

ることがあるかもしれません。そんな場合だと止めることは難しいですが、周りの人 

に気を配り、話をきいたりアドバイスをしたりすることはできます。少しでも犯罪者 

や再犯者を減らせるように、日々考えて行動したいと思います。そうすることで、少 

しでも社会を明るくする運動にこうけんしたいです。 

金谷地区の皆様へ 

３月１３日（金）の避難訓練に

参加されませんか？ 

子どもたちは、「訓練です！津波が来

ます！避難しましょう！」と声をかけ

ながら望洋の郷へ避難します。 

学校から避難を始める時刻は、 

１０時３０分頃です。 


